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米
国
は
基
軸
通
貨
（
覇
権
通
貨
）
を
持
つ
こ
と
で
、
多
大
な
メ
リ

ッ
ト
を
享
受
し
て
き
た
。
ま
ず
、
米
国
の
企
業
や
消
費
者
は
、
相
手

が
海
外
の
居
住
者
で
も
、
大
半
の
取
引
を
国
内
同
様
、
米
ド
ル
建
て

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
為
替
リ
ス
ク
は
相
手
が
負
う
の
だ
。

　

マ
ク
ロ
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
米
国
は
多
大
な
経
常
収

支
赤
字
が
常
態
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
所
得
を
超
え
る
支
出
の
継

続
を
意
味
す
る
。
海
外
か
ら
の
借
入
で
消
費
や
設
備
投
資
、
政
府
支

出
を
賄
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
他
国
な
ら
継
続
は
難
し
い
。

米
国
に
そ
れ
が
許
さ
れ
る
の
は
、
米
ド
ル
が
基
軸
通
貨
で
あ
り
、
各

国
が
ド
ル
通
貨
や
米
国
債
を
喜
ん
で
受
け
取
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
ド
ル
覇
権
は
米
国
に
多
大
な
特
権
を
与
え
て
き
た
。

た
だ
、
米
国
が
覇
権
国
だ
か
ら
ド
ル
が
覇
権
通
貨
な
の
で
あ
り
、
そ

の
逆
で
は
な
い
。
米
国
が
覇
権
を
降
り
る
の
な
ら
、
タ
イ
ム
ラ
グ
は

あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
ド
ル
は
覇
権
通
貨
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
米

国
が
覇
権
か
ら
降
り
つ
つ
あ
る
中
、
国
際
金
融
体
制
は
ど
こ
に
向
か

う
の
か
。
そ
れ
が
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
罠

　

第
１
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
た
２
０
１
７
年
、
米
中
対
立
が

激
化
す
る
中
で
、
政
治
学
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
は
、
真
の
危
機
は

「
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ィ
ス
の
罠
」
で
は
な
く
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の

罠
」
だ
と
論
じ
た
。「
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ィ
ス
の
罠
」
と
は
政
治
学
者
の

ド
ル
基
軸
通
貨
体
制
の
行
方

ド
ル
の
強
さ
は
覇
権
国
の
強
さ
。
国
内
政
策
の
失
敗
を
つ
け
回
し
、

国
際
公
共
財
か
ら
撤
退
す
る
米
ド
ル
の
基
軸
性
は
今
後
弱
体
化
。

・
再
分
配
政
策
の
失
敗
の
埋
め
合
わ
せ
が
ト
ラ
ン
プ
関
税
に

・
複
数
基
軸
通
貨
制
に
よ
る
決
済
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
い
く
か

・
ド
ル
の
慣
性
力
は
い
ま
だ
強
い
が
急
激
な
変
化
の
可
能
性
も

Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券

経
済
調
査
本
部
長
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

河
野
龍
太
郎

こ
う
の　
り
ゅ
う
た
ろ
う　
１
９
８
７
年
横
浜
国

立
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
住
友
銀
行
、
大
和
投
資

顧
問
、
第
一
生
命
経
済
研
究
所
を
経
て
、
２
０
０

０
年
よ
り
現
職
。
25
年
よ
り
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
を
兼
務
。
著
書
に

『
日
本
経
済
の
死
角
』『
成
長
の
臨
界
』、
共
著
に

『
世
界
経
済
の
死
角
』
な
ど
。
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グ
レ
ア
ム
・
ア
リ
ソ
ン
が
唱
え
、
覇
権
国
（
米
国
）
と
そ
れ
を
追
う

台
頭
国（
中
国
）が
戦
火
を
交
え
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
も
の
だ
。

　

そ
れ
で
は
、「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
罠
」
と
は
何
か
。
１
９
２
９

年
の
米
国
の
大
恐
慌
が
、
な
ぜ
10
年
に
及
ぶ
世
界
大
恐
慌
に
つ
な
が

り
、
そ
の
後
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
た
の
か
、
そ
の
問
い
に

答
え
た
国
際
金
融
史
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
「
覇

権
国
不
在
論
」
に
由
来
す
る
。
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
覇
権
国
だ

っ
た
英
国
が
第
１
次
世
界
大
戦
で
疲
弊
し
、
世
界
経
済
の
安
定
を
維

持
す
る
た
め
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
財
」
を
供
給
で
き
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
分
析
し
た
。
ナ
イ
は
、
現
在
の
世
界
が
直
面
す
る
問
題
は
、

米
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
財
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
だ
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
そ
の
懸
念
が
２
０
２
５
年
の
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
始

動
と
共
に
、
現
実
化
し
始
め
た
の
だ
。

　

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
国
際
経
済
の
安
定
の
た
め
に
覇
権
国
が

供
給
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
財
」
と
し
て
、
①
国
際
的
に
開
か
れ

た
財
市
場
の
維
持
、
②
長
期
資
金
の
各
国
へ
の
供
給
、
③
安
定
的
な

為
替
相
場
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
④
協
調
的
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
運

営
、
⑤
国
際
金
融
危
機
時
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
後
の
貸
し
手
」
の

役
割
、
の
五
つ
を
掲
げ
た
。

　

一
つ
目
に
関
し
、
25
年
４
月
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
後
に
違
憲
と
さ

れ
る
相
互
関
税
を
導
入
し
た
際
、世
界
的
に
株
価
が
一
時
急
落
し
た
。

１
９
３
０
年
に
各
国
へ
高
関
税
を
課
す
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
法
が

米
国
で
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
関
税
合
戦
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

化
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
再
現
を
市
場
は
懸
念
し
た
の
だ
。

　

決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
五
つ
目
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
最
後
の
貸

し
手
」
の
役
割
だ
ろ
う
。
国
際
金
融
危
機
の
際
、
覇
権
国
が
国
際
流

動
性
を
供
給
し
、
危
機
の
伝
播
を
封
じ
込
め
る
。
し
か
し
、
31
年
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
大
の
銀
行
で
あ
っ
た
ク
レ
デ
ィ
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト

が
危
機
に
直
面
し
た
際
、
英
国
は
十
分
な
資
金
力
と
指
導
力
を
持
た

ず
、
危
機
は
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
欧
州
全
域
に
波
及
し
た
。

　

翻
っ
て
現
代
。
国
際
金
融
危
機
が
起
き
る
と
、
世
界
で
最
も
安
全

な
資
産
で
あ
る
ド
ル
の
争
奪
戦
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
危
機
を
増
幅
す

る
が
、ド
ル
資
金
を
供
給
で
き
る
の
は
米
連
邦
準
備
制
度（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

だ
け
だ
。
そ
し
て
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ

は
主
要
５
大
中
央
銀
行
（
ユ
ー
ロ
圏
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
、
ス

イ
ス
）
を
経
由
し
て
、
ド
ル
資
金
を
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
市
場
に
供
給

し
、
20
年
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
、
５
大
中
銀
に
加
え
て
、
主
要
新
興

国
を
含
む
９
中
銀
に
も
ド
ル
を
供
給
し
て
、
危
機
の
波
及
を
封
じ
込

め
た
。

　

近
年
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
世
界
中
央
銀
行
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
が
訪
れ
た
際
に
、
従
来
と
同
様
の
行
動

を
取
る
の
か
、
主
要
各
国
の
中
銀
は
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
る
。
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こ
こ
で
本
稿
の
結
論
を
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
少
な
く
と
も
今

後
10
年
程
度
を
見
据
え
る
と
、
ド
ル
体
制
に
代
わ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
の
出
現
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
訪
れ
た

場
合
、
１
９
３
０
年
代
の
よ
う
に
覇
権
国
が
不
在
の
下
で
、
世
界
経

済
が
混
乱
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
欧
州

や
日
本
、
中
国
な
ど
の
残
る
主
要
国
が
協
調
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

公
共
財
の
十
分
な
供
給
は
容
易
で
は
な
い
。
世
界
は
「
キ
ン
ド
ル
バ

ー
ガ
ー
の
罠
」
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

相
互
関
税
を
「
公
共
財
の
代
金
」
と
し
て
正
当
化

　

そ
れ
に
し
て
も
、
米
国
は
ど
の
よ
う
な
論
拠
で
、
各
国
に
相
互
関

税
を
課
し
た
の
か
。
早
い
段
階
で
、
そ
れ
を
対
外
的
に
説
明
し
た
の

が
、
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
・
委
員
長
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ミ
ラ

ン
の
２
０
２
５
年
４
月
講
演
だ
。
い
わ
く
、
各
国
は
米
国
主
導
の
安

全
保
障
や
ド
ル
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
、
貿
易
シ
ス
テ
ム
に
フ
リ
ー
ラ

イ
ド
（
た
だ
乗
り
）
し
て
い
る
か
ら
、
米
国
は
そ
れ
ら
の
公
共
財
供

給
の
対
価
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
国
は
米
国
の
関

税
を
受
け
入
れ
、
米
国
製
品
を
購
入
し
、
防
衛
支
出
を
拡
大
し
て
米

国
か
ら
防
衛
装
備
品
を
購
入
し
、
米
国
へ
直
接
投
資
を
増
や
し
、
米

財
務
省
に
財
政
的
拠
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　

ち
な
み
に
、
米
財
務
省
へ
の
財
政
的
拠
出
に
関
し
、
第
２
期
ト
ラ

ン
プ
政
権
発
足
直
前
、
ミ
ラ
ン
は
論
文
で
、
各
国
が
外
貨
準
備
で
保

有
す
る
ド
ル
国
債
を
、
新
た
に
米
財
務
省
が
発
行
す
る
非
市
場
性
の

ゼ
ロ
ク
ー
ポ
ン
の
１
０
０
年
債
と
交
換
す
べ
き
だ
と
い
う
具
体
論
を

論
じ
た
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
論
じ
た
国
際
金
融
危
機
時
の
ド
ル
資
金

供
給
の
見
返
り
と
し
て
、
事
実
上
の
「
借
金
の
棒
引
き
」
を
想
定
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
見
た
通
り
、米
国
は
通
貨
覇
権
か
ら
多
大
な
利
益
を
得
る
。

問
題
は
、そ
れ
が
Ｉ
Ｔ
や
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
な
ど
に
集
中
し
、

疲
弊
す
る
製
造
業
労
働
者
や
地
域
社
会
に
回
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

本
来
な
ら
、
前
者
に
課
税
し
、
後
者
に
再
分
配
す
べ
き
話
で
あ
り
、

ミ
ラ
ン
の
主
張
に
説
得
力
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
分
断
の
深
刻
化

に
よ
っ
て
再
分
配
が
困
難
と
な
り
、
他
国
に
負
担
を
押
し
付
け
て
い

る
の
だ
。
米
国
の
覇
権
や
通
貨
覇
権
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
中
国
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
そ
も
そ
も
覇
権
や
通
貨
覇
権
を
支
え
る
国
内
制
度
の
正
統

性
や
信
認
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

「
ポ
ス
ト
・
ド
ル
」
国
際
金
融
体
制
の
行
方

シ
ナ
リ
オ
１
：
覇
権
国
不
在
の
混
乱
が
長
期
化

　

そ
れ
で
は
国
際
金
融
体
制
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。
以
下
、
三
つ

の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
す
る
が
、
今
後
10
年
程
度
を
考
え
る
と
、
最
も
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可
能
性
が
高
い
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世

界
が
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
罠
」
に
陥
る
こ
と
だ
。
想
定
外
の
シ

ョ
ッ
ク
が
訪
れ
た
際
、
１
９
３
０
年
代
の
よ
う
な
大
混
乱
が
長
引
く

の
で
は
な
い
か
。
覇
権
国
不
在
の
ま
ま
な
ら
、
各
国
は
ド
ル
を
保
有

し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
主
要
国
通
貨
や
金
、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン

な
ど
を
準
備
通
貨
と
し
て
並
列
的
に
保
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
通
貨

選
択
は
各
国
の
地
政
学
的
志
向
や
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
に
連
動
し
て
分
散

さ
れ
、
制
度
と
し
て
の
整
合
性
や
安
定
性
に
程
遠
い
状
況
と
な
る
。

不
況
が
起
き
る
た
び
に
、
競
争
的
通
貨
切
り
下
げ
や
決
済
制
度
の
分

裂
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
不
安
定
な
国
際
通
貨
体
制
が
続
き
、
他
地
域

か
ら
の
悪
影
響
を
遮
断
し
よ
う
と
し
て
、
経
済
の
断
片
化
、
ブ
ロ
ッ

ク
化
が
深
刻
化
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。

シ
ナ
リ
オ
２
：
複
数
基
軸
通
貨
制
へ
の
移
行

　

第
２
の
シ
ナ
リ
オ
は
複
数
基
軸
通
貨
制
で
あ
る
。
国
際
金
融
史
の

泰
斗
バ
リ
ー
・
ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
は
、
戦
後
の
米
ド
ル
一
極
支
配

は
歴
史
的
例
外
で
あ
り
、
将
来
的
に
「
複
数
基
軸
通
貨
制
」
へ
の
移

行
が
望
ま
し
い
と
論
じ
て
き
た
。
ド
ル
の
地
位
が
低
下
し
、
例
え
ば

ユ
ー
ロ
や
人
民
元
の
地
位
が
徐
々
に
向
上
し
て
鼎
立
す
る
複
数
基
軸

通
貨
制
に
向
か
え
ば
、
現
状
か
ら
の
漸
進
的
改
革
と
も
い
え
る
。

　

ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
米
ド
ル
一
強
体
制
は
、

戦
後
の
冷
戦
構
造
の
特
殊
な
産
物
で
あ
り
、
必
然
で
も
な
い
し
、
永

続
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
。
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
は
、

金
本
位
制
の
下
、
英
ポ
ン
ド
と
仏
フ
ラ
ン
、
独
マ
ル
ク
が
鼎
立
し
、

１
９
２
０
年
代
は
英
ポ
ン
ド
と
米
ド
ル
が
並
立
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は

複
数
基
軸
通
貨
体
制
の
歴
史
的
経
験
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
経
済
危
機
は
米
ド

ル
と
い
う
単
一
の
基
軸
通
貨
に
依
存
し
た
こ
と
が
原
因
だ
。
複
数
の

基
軸
通
貨
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
米
国
の
金
融
行
政
の
失
敗
に
よ
っ

て
世
界
経
済
が
あ
れ
ほ
ど
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
複
数
の

基
軸
通
貨
が
存
在
し
、
発
行
国
が
互
い
に
競
い
合
え
ば
、
財
政
膨
張

や
金
融
膨
張
も
避
け
ら
れ
、
規
律
あ
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
運
営
が
期

待
で
き
る
。

　

た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ロ
圏
は
、
基
軸
通
貨
に
不
可
欠
な
単

一
の
政
治
・
財
政
制
度
ま
で
統
合
は
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
現
段

階
で
中
国
が
使
い
勝
手
の
よ
い
人
民
元
制
度
を
作
る
と
、
キ
ャ
ピ
タ

ル
フ
ラ
イ
ト
に
直
面
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
直
ち
に
は
複
数
基
軸
通
貨

体
制
に
移
行
で
き
な
い
。仮
に
複
数
基
軸
通
貨
体
制
に
移
行
し
て
も
、

通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
の
協
調
が
不
在
な
ら
、
不
況
時
に
、
流
動
性
の

地
域
的
偏
在
や
、
通
貨
切
り
下
げ
合
戦
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ

う
な
れ
ば
、
実
態
と
し
て
は
「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
罠
」
が
も
た

ら
す
30
年
代
型
の
混
乱
と
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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シ
ナ
リ
オ
３
：
バ
ン
コ
ー
ル
導
入
と
中
国
の
野
望

　

今
述
べ
た
よ
う
に
現
段
階
で
、
人
民
元
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
中
国
が
望
ん
で
も
難
し
い
。
た
だ
、
戦
後
の

国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
１
９
４
４
年
の
ブ
レ
ト

ン
ウ
ッ
ズ
会
議
で
、
英
国
代
表
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ

イ
ン
ズ
が
提
唱
し
た
バ
ン
コ
ー
ル
の
よ
う
な
一
国
通
貨
に
頼
ら
な
い

国
際
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
、
第
３
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
米
国
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
国
に
、
戦

略
上
の
優
位
性
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
経
済
学
的
に
は
、
成
熟
し
た
先
進
国
か
ら
成
長
期
待
の
高

い
新
興
国
に
資
本
が
流
れ
る
の
が
理
想
の
姿
だ
。し
か
し
現
実
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
参
入
す
る
に
は
、
安
全
資
産
で
あ
る
覇
権
通
貨

を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
所
得
の
低
い
新
興
国
が
所
得
の
最
も

高
い
覇
権
国
に
資
本
を
輸
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
覇
権

国
の
経
済
的
特
権
の
源
泉
で
あ
り
、
特
定
通
貨
を
基
軸
通
貨
と
す
る

こ
と
の
弊
害
で
も
あ
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
で
ケ
イ
ン
ズ
は
、

ポ
ン
ド
の
基
軸
性
の
維
持
は
諦
め
て
い
た
が
、
特
権
が
米
国
に
集
中

す
る
の
は
避
け
た
い
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
民
主
的
な
国
際
金

融
体
制
と
し
て
、
一
国
通
貨
に
頼
ら
な
い
仮
想
通
貨
（
＝
バ
ン
コ
ー

ル
）
に
よ
る
決
済
制
度
を
提
案
し
た
が
、
米
国
が
こ
れ
を
退
け
た
の

で
あ
る
。

　

現
段
階
で
基
軸
通
貨
を
供
給
す
る
能
力
を
持
た
な
い
中
国
に
と

り
、
民
主
的
な
バ
ン
コ
ー
ル
型
の
国
際
金
融
体
制
は
有
効
な
戦
略
に

な
り
得
る
。
例
え
ば
、
次
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
が
世
界
を
襲

っ
た
際
、
ド
ル
体
制
に
代
わ
る
民
主
的
制
度
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
に
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
仮
想
通
貨
の
裏
付
け
と
し
て
、
人

民
元
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル
・
レ
ア
ル
な
ど

主
要
新
興
国
に
も
参
加
を
求
め
れ
ば
、
民
主
的
制
度
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
は
米
国
に
資

本
を
輸
出
す
る
必
要
も
な
く
な
る
。

　

弱
点
は
、新
興
国
通
貨
を
裏
付
け
と
し
た
バ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
は
、

自
由
な
資
本
移
動
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
難
し
い
こ
と
だ
。た
だ
、

こ
の
弱
点
も
メ
リ
ッ
ト
に
転
化
し
得
る
。
多
く
の
新
興
国
は
、
自
由

な
国
際
資
本
移
動
を
望
ん
で
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
自
ら
を

苦
し
め
る
金
融
危
機
の
元
凶
と
見
な
し
て
い
る
か
ら
だ
。
自
由
な
資

本
移
動
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い
る
の
は
、
主
に
先
進
国
の
グ
ロ

ー
バ
ル
金
融
機
関
で
あ
り
、
バ
ン
コ
ー
ル
が
機
能
す
る
た
め
の
前
提

で
あ
る
資
本
規
制
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
は
賛
同
す
る
だ

ろ
う
。
ス
タ
ー
ト
段
階
で
は
限
ら
れ
た
利
用
に
留
ま
る
た
め
、
直
ち

に
代
替
案
と
は
な
ら
な
い
が
、
ド
ル
体
制
を
揺
る
が
す
要
因
に
な
る

だ
ろ
う
。
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ド
ル
に
強
く
働
く
「
慣
性
の
法
則
」

　

こ
れ
ま
で
ド
ル
体
制
の
代
替
体
制
を
論
じ
て
き
た
が
、
覇
権
通
貨

に
は
、
皆
が
使
う
か
ら
自
分
も
使
う
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性

が
強
く
働
き
、
送
金
制
度
な
ど
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
と
の
間
で
補

完
性
も
働
く
た
め
、
通
貨
体
制
の
移
行
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
銀
貨
は
、
新
大
陸
で
産

出
さ
れ
た
銀
を
背
景
に
16
世
紀
に
国
際
通
貨
化
し
、
ア
ジ
ア
・
欧
米

を
結
ぶ
決
済
手
段
と
な
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
衰
退
後
も
流
通

は
維
持
さ
れ
た
。
続
く
オ
ラ
ン
ダ
の
ギ
ル
ダ
ー
は
17
世
紀
以
降
、
基

軸
通
貨
と
し
て
君
臨
し
た
が
、
18
世
紀
に
英
国
が
覇
権
国
と
し
て
台

頭
し
た
後
も
慣
性
が
働
き
、
ギ
ル
ダ
ー
建
て
の
商
業
手
形
や
為
替
手

形
の
決
済
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
占
領
ま
で
続
い
た
。

　

第
１
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
英
国
は
覇
権
を
失
っ
た
が
、
第
２
次

大
戦
後
も
英
連
邦
諸
国
の
対
外
資
産
を
一
元
管
理
し
、
域
内
で
の
ド

ル
転
換
規
制
と
ポ
ン
ド
決
済
は
１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ま
で
維
持
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
60
年
代
ま
で
英
ポ
ン
ド
が
基
軸
通

貨
と
考
え
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
英
国
が
覇
権
通
貨
を
喪
失
し

た
の
は
、２
度
の
大
戦
で
経
済
、財
政
が
大
き
く
疲
弊
し
た
た
め
だ
。

相
互
確
証
破
壊
の
時
代
と
な
り
大
国
間
の
熱
戦
の
可
能
性
が
高
く
な

い
と
す
れ
ば
、
米
国
が
覇
権
か
ら
降
り
た
後
も
、
ド
ル
の
基
軸
通
貨

性
の
希
薄
化
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ド
ル
の
武
器
化
が
ド
ル
離
れ
を
も
た
ら
す

　

と
は
い
え
、
近
年
、
米
国
が
経
済
制
裁
に
お
い
て
頻
繁
に
ド
ル
を

武
器
化
す
る
こ
と
で
、
静
か
な
ド
ル
離
れ
が
始
ま
っ
て
い
る
。
代
替

的
制
度
が
な
け
れ
ば
、
コ
ス
ト
が
増
え
て
も
各
国
は
ド
ル
シ
ス
テ
ム

に
留
ま
る
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
大
き
な
転
機
は
既
に
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
始
動
前

に
訪
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、

米
財
務
省
外
国
資
産
管
理
局
（
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
規
制
と
し
て
、
米
国
は

ロ
シ
ア
を
国
際
銀
行
間
通
信
協
会（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）か
ら
追
放
し
た
。

こ
れ
に
対
し
ロ
シ
ア
は
、
中
国
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
国
々
と

非
ド
ル
決
済
で
貿
易
を
行
い
、
軍
事
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
体
制
の
下
、
比

較
的
安
定
的
な
マ
ク
ロ
経
済
運
営
に
成
功
し
て
い
る
。
中
国
は
ド
ル

シ
ス
テ
ム
か
ら
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
備
え
、
人
民
元
決
済
制
度
（
Ｃ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
の
強
化
な
ど
、
万
が
一
の
準
備
を
開
始
し
て
い
る
。
少
な

か
ら
ぬ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
国
々
も
、
ロ
シ
ア
や
中
国
と
の
取

引
な
ど
で
、
非
ド
ル
決
済
の
実
績
を
積
み
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
革
命
を
経
て
、
10
年
代
末
か
ら
米
国
が
再
び
原

油
輸
出
国
に
転
じ
た
こ
と
で
、
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー
体
制
に
も
陰
り
が
み

ら
れ
る
。
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー
体
制
が
確
立
し
た
の
は
１
９
７
０
年
代
だ
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が
、
当
時
米
国
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
対
し
原
油
取
引
を
ド
ル
建

て
と
し
、
輸
出
代
金
を
ド
ル
国
債
の
運
用
に
振
り
向
け
る
よ
う
要
請

し
、そ
の
見
返
り
と
し
て
中
東
の
安
全
保
障
へ
の
関
与
を
約
束
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
国
際
金
融
、
安
全
保
障
の
三
位
一
体
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
２
０
１
０
年
代
以
降
、
米
国
が
再
び
原
油
輸
出

国
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
頑
健
性
は
失
わ
れ
、
安
全
保
障
に
も
大

き
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
一
方
、
中
東
か
ら
大
量
の
原
油
購
入
を

継
続
す
る
中
国
に
と
り
、「
ペ
ト
ロ
人ユ

ア

ン
民
元
体
制
」を
確
立
す
る
妙
味

は
大
き
く
、
そ
れ
に
備
え
、
人
民
元
建
て
の
原
油
先
物
取
引
を
18
年

か
ら
上
海
で
開
始
し
て
い
る
。

市
場
の
巻
き
戻
し
の
リ
ス
ク
も

　

こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
が
働
く
と
い
っ
て
も
、
ド
ル

一
強
体
制
の
持
続
性
は
さ
ほ
ど
長
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
が

気
に
し
て
い
る
の
は
、
１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
金
の

軛く
び
きを

断
ち
切
っ
た
後
の
ド
ル
体
制
の
強
靭
さ
が
、
制
度
や
法
制
に
支

え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
主
に
市
場
に
お
け
る
自
生
的
な
増
殖

力
を
通
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
基
軸
通
貨
は
、
永
続
し
得

な
い
一
種
の
不
安
定
な
均
衡
（
サ
ン
ス
ポ
ッ
ト
均
衡
）
で
あ
る
。
理

論
的
に
は
、大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
訪
れ
、そ
れ
が
閾い

き
ち値

を
超
え
る
と
、

非
連
続
的
転
移
（
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
）
が
生
じ
、
急
激
な
巻
き
戻
し

に
よ
っ
て
基
軸
通
貨
か
ら
転
げ
落
ち
る
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
。

　

理
論
経
済
学
者
の
マ
ー
カ
ス
・
ブ
ル
ネ
ル
マ
イ
ヤ
ー
ら
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
外
部
性
や
制
度
的
補
完
性
に
よ
っ
て
ド
ル
覇
権
と
い
う
短

期
の
均
衡
の
安
定
が
担
保
さ
れ
て
い
て
も
、
累
積
的
な
公
的
債
務
問

題
や
対
外
借
入
の
膨
張
、
あ
る
い
は
内
政
混
乱
や
地
政
学
的
衝
突
な

ど
が
臨
界
点
を
超
え
た
場
合
、短
期
的
な
均
衡
を
一
気
に
飛
び
越
え
、

既
存
の
レ
ジ
ー
ム
が
瓦
解
し
得
る
こ
と
を
理
論
的
に
説
明
し
て
い
る
。

　

実
際
、
市
場
で
は
既
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
来
、
ド
ル
は
主
要
通
貨
に
対
し
て
大
き
く

下
落
し
た
。
円
安
傾
向
が
続
く
た
め
、
日
本
人
が
あ
ま
り
気
づ
い
て

い
な
い
だ
け
で
、
ド
ル
離
れ
は
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
４

年
９
月
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
利
下
げ
を
続
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
国
の
長
期
金
利
は
む
し
ろ
上
昇
し
た
。
通
貨
覇
権
の
持
続
性
に
疑

念
が
生
じ
、
従
来
よ
り
も
大
き
な
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
が
提
供
さ
れ

な
け
れ
ば
、
心
配
で
米
国
の
長
期
国
債
を
購
入
で
き
な
い
と
考
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
投
資
家
が
増
え
て
い
る
の
だ
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
安

全
保
障
を
巡
る
米
欧
の
軋
轢
も
ド
ル
離
れ
を
助
長
す
る
だ
ろ
う
。

　

日
米
同
盟
が
比
較
的
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
た
め
か
、
日
本
の
国

際
金
融
当
局
や
機
関
投
資
家
は
、
米
国
一
極
集
中
投
資
を
続
け
て
い

る
。「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
罠
」の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
の
な

ら
、
安
全
保
障
と
同
様
、
分
散
投
資
の
発
想
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。


